平成２９年度上京ワークハウス・すてっぷ糸屋　事業実績報告書
　
　法人理念
　わたしたちは、障がいのある人が社会の中で力いっぱい働き・暮らし続けること支える事業を行います。
　地域の方々と手を携え、地域福祉の向上に努めながら以下のめざすことに取り組みます。
　めざすもの
○一人ひとりの願いを大切に働く喜びをみんなで共感できる事をめざします。
○利用者の社会参加を実現し、社会の一員として尊重されるように努めます。
○障がいのある人や家族の願いをもとに豊かで安心して生きることができるような社会資源の充実をめざします。
○障がい者の権利保障を希求する多くの団体と連携・協力し、よりよい社会づくりをめざします。
定員　　４０名
現員　　４１名　（女性：２４名　男性１７名）　　平均年齢３５，８歳

　　上京ワークハウス　１８名　（厨房４名）　　すてっぷ糸屋　２３名
述べ利用者数　　９４１０人　　開所日数の合計　２５５日　　平均利用者数　　３７名

はじめに

仲間４１名、常勤職員１２名（内、正規９名・非正規３名）非常勤職員１４名での体制でスタートしました。仲間の年度途中での入退所はありませんでしたが、正規職員１名退職。非常勤職員は３名が退職、２名が採用となるなどの変動がありました。

　仲間の作業環境の改善を目的として、すてっぷ糸屋とワークハウスの仲間の作業場所の配置転換を行い、個別支援の必要な仲間が落ち着いて作業に向き合える環境整備、人間関係づくりを目指して実践を進めてきました。困ったことがあれば、仲間同士で意見を出し合いお互いを大切にしようとする姿、仕事にがんばる姿が見ることができました。また、仲間に対して作業スペースの確保は個別の支援の充実で、落ち着いて日々を過ごすことができました。そのなかで、支援についての悩みや考えることも多々あり、専門の講師を招いての学習会、発達診断など研修の場を設け、仲間の思いに寄り添う充実した支援について学びを深めました。更に実践に生かすため引き続きの努力が求められます。

　虐待を生じさせないための学習会は、グループホームの世話人も参加して行いました。障害のある人への人権意識の向上、職員間の情報の共有を行い従業者同士の風通しの良い職場にすることで、支援の質の向上に繋がることを学びました。今後、体制の整備や職員ひとり一人の意識を高めていく研修を引き続き行うことが求められています。
　また、２年に１回の作業所旅行では、仲間が増えたことで、バスを2台チャーターして行いました。旅行担当の仲間中心に企画が考えられ、楽しく行うことができました。

経営面では、２月に報酬改定が示され目標工賃達成加算の廃止、グループホームの基本報酬の減額など、厳しいものとなっています。次年度は、すてっぷ糸屋の耐震補強工事に伴う建設費支出の予定となっており、より一層の経営努力が求められています。

　グループホーム“あっと”“まぁる”の移転については、作業チームを中心に話を具体化してきました。なかなか場所が見つからないなか、学区の不動産業者のご理解のもと新築された物件に対し、賃貸借契約を締結しました。今後は、法人として利用者の暮らしの場の確保とより高い支援の充実を進めてまいります。

　将来検討委員会では、短期・中期・長期の目標づくりを具体化しました。次年度は、将来構想を利用者とご家族・地域のみんなで共有して進めていくことが法人の大きな課題です。

Ｈ２９年度の制度改正で『「我が事・丸ごと」地域共生社会』の実現に向けて法改正が行われ、その一歩が進められました。「我が事・丸ごと」は少子高齢化・社会保障費の財源減額を前提に、児童・高齢・障害の有無に関わらず、公的責任では対応できない人などを、地域住民による助け合いを「我が事」として、「丸ごと」化、することで、対応しようとするもので、専門性の軽視、公的責任の後退等につながることが懸念されます。法人としては、「我が事・丸ごと」の学習会を地域の他の事業所と共同で行い、それぞれの現場の課題を交流しながら、すすめてきました。障害のある人の生きづらさ、現場での困難なことなど声を上げ、市民の理解を深めていくことの大切さを学びました。

Ⅰ就労継続支援Ｂ型　上京ワークハウス・すてっぷ糸屋　実績報告
１作業実績
　（１）作業種目　　軽作業（箱折り、ダイレクトメール、手芸用品袋詰め、など）
　配食サービス（総合生活支援センター聚楽の請負作業）
堀川こぶしの里デイサービス前清掃
（総合生活支援センター聚楽の請負作業）

　　　　　　　　　　マンション清掃（聚楽興産）
　　　　　　　　　　駐輪場・駐車場清掃
　　　　　　　　　　営業（夏・冬・バレンタインの時期に事業所を廻り、物品販売）
　　　　　　　　　　自主製品（廃油セッケン、縫製）
蒸しまん・クッキー・ラスク製造・販売
喫茶事業

○手づくり蒸しまん＆カフェ“まんまん堂　” 
○まんまん堂café咲あん

　（２）作業時間　　５時間（AM９：３０～PM３：３０　内８０分休憩）
　（３）利用者工賃　　月平均　14,312円
２利用者に対する支援内容　
（１）作業内容

➀施設外就労や出向の機会を設け、社会参加と労働への意欲向上。
出向
ふれあい喫茶（　COOP二条店第１・第３金曜日）
喫茶“ぴあ”（月曜日　月２回）
仏具磨き（お彼岸）東光寺・養蓮寺
　営業活動（事業所を回りカタログ販売）
施設外就労
介護事業所の配食及び事業所前の清掃、マンション清掃、駐輪場・駐車場清掃
　職場実習
　　　　障害者就業・生活支援センターを通じて、職場実習の取り組み

（２）就労への取り組み
　　　　障害者就業・生活支援センターの「はたらく」ことについての研修に仲間・職員で参加
（３）作業以外の事業実績
1 自治会活動（上京ワークハウス・すてっぷ糸屋）月１回　午後～
　　　話し合い、役員選挙、係り活動、グループ別活動（月１回半日）
2 避難訓練　　７月、３月の年２回実施。（通報・避難・消火器・ＤＶＤ上映の使用）
3 健康診断　　第２中央病院にて実施、８月、９月に２回に分けて実施
　　歯科検診　　６月に歯科センターより来所。歯磨き指導も実施
4 宿泊実習　　希望者を対象にすてっぷ糸屋にて実施。一人あたり上限年３回（グループホー　

　　　ム利用者も上限１回）まで
　　　　　　実施期間６月～１０月　延べ利用者４８名
5 うたごえ　　指導者に来ていただき歌唱指導を受け、６月の上北うたごえまつりに参加

6 余暇支援　　サークル“すまいる”（５月、８月、９月、１１月、１月、２月、３月の祝日を　　

　利用して希望者対象に実施）

　　　　　行先：カラオケ、フルーツライン、交通博物館、クッキング他 
６月・２月以外、実施。計１０回。
7 創作活動　　月１回半日、希望者対象に絵画制作など実施。３月に“ぶらり嵐山”にて作品展“みてみて　みてみ”を開催。
8 作業所旅行　　　７月７日（金）～８日（土）
　行先：名古屋レゴランド、長野　昼神温泉，みはらしパーク
（４）利用者負担金　
　　　　所外活動での飲み物・食事代などは実費
旅行積立金　　月２，０００円
給食の提供（希望者のみ）　　毎週水曜日　　４００円　
（５）その他
➀後援会活動　　　わくわくフェスタ（1１月　２日（日）、元聚楽小学校にて）など
　②家族会活動　　　新入所者歓迎会、合同懇親会、個別支援計画説明・指導方針・総括説明
　　　　　　　　　　学習会（障害についての理解　講師：福祉広場　池添先生）
③広報活動　　　　つうしんの発行　作業所だより発行。
　　　　　　　　　ホームページ、リニュアルに向け取り組み始めるが開始には至らず
　④きょうされん活動　　

・９月１５日～１６日　　全国大会（北海道）への参加　仲間・家族・職員・理事
・市内ブロック仲間の交流会に参加

　　　・署名、賛助会の取り組み
Ⅱ指定特定相談支援事業　　事業実績報告書
１）月ごとの予定表を作成し、チェックしながら業務をもれなく取り組めるようにしました。利用者全員に受給者証が発行され、サービスを受けていただくことができました。但し、計画提出期限に間に合わずに、行政やご家族から問い合わせをいただくケースが数回ありました。

書類整理に関して年度当初にやり始めたものの中断している状況です。他の相談事業所の情報も収集するなど、業務の効率化につなげるように改善が必要です。誕生月への分散化は徐々にすすんでいます。

計画相談のながれを本人や家族にわかりやすくという点では、申請から受給者証発行までが制度に示す通りにスムーズに進まないため、『わかりにくい』や不安を払拭できませんでした。さらにわかりやすさを工夫していく必要があります。

２）個人の尊厳を守る(権利擁護)視点をはじめ上記の視点に立ち返りながら、個別支援計画の作成にあたってきました。『本人・家族の声に耳を傾けること』を第一に家庭訪問や面談を行い、サービス提供の事業所からの情報収集をし、関係者会議での意見交流を反映させながら、案⇒確定版を作成しました。

一方で、現状の厳しさ(制度の制約・矛盾、障害者への差別・偏見、各事業所の体制)を痛感する日々で、自問自答しながら計画の中身を練ってきましたが、十分掘り下げて作成できなかったのは大きな反省点です。

本人にとってわかりやすいプラン作りでは、「字が小さい」「読み仮名がついていない」との指摘がありました。楽しいわくわくするプランとはほど遠い現状でした。Ａ４からＢ４に拡大をして配布をしました。計画書の様式をどのようにしていくかの工夫が大きな課題です。

３）計画相談とともに相談支援の活動が重要となった１年でした。Ａ(女性)さん、Ｂ(男性)さん、Ｃさん(男性)、Ｄさん（兄妹）のように、家族が高齢もしくはすでにいない、または問題を抱え、基本的生活に課題のある利用者の支援が特徴的でした。自宅訪問しての相談支援や、生活の改善に向けて、医療機関や他事業所との連携が重要な事例がこれまでになくみられました。これは今後さらに増えると予想されます。

また、法人内の日中事業所（上京ワークハウス）や暮らしの場（グループホーム）の職員との連携、協働(役割分担)は欠かせず、今後も引き続く実践課題です。

４）平成３０年度報酬改定では就労Ｂや共同生活援助(ＧＨ)の報酬が引き下げられましたが、同様、計画相談単価の引き下げ(経過措置はあり)、加算方式が導入されます。また、モニタリングが最低６ヶ月毎が３か月毎に変更され、１月の件数の上限(４０件)等の新たな要件が加えられました。

経営に直結する報酬引き下げで、運営の厳しさが増していくことは避けられません。しかし、その厳しさに負けることなく、より学習や支援者のつながりの強みを生かし実態に即して、仲間(本人)が主人公の生活を、送れるように粘り強く実践を積み重ねていきます。

Ⅲ－１　平成２９度　グループホーム“あっと”事業実績報告書
１　実績

定員　　女性　　4名　

入居者　女性　　４名　　　　平均年齢4３歳
述べ利用者数　　１２０１名　　開所日数の合計　３１９日　　1日平均利用者数　　3.７名

世話人体制　　非常勤　6名（2017年現在）　週1～2回　隔週　日中支援など）

　　　　　　　常勤　1名（受け入れ準備、通院同行、夕方支援補助など）
２　入居者、生活支援者の状況
今年度は、グループホーム担当が替わり、仲間との関係、世話人との支援の方向性をつくっていく一年になりました。

世話人・支援者ともに日々の生活の中で仲間の思いを受け止めながら、改善に向けての工夫や支援する中での関わり方など、悩みながらも一緒に相談しながら支援を進めてきました。

世話人が定着をしていく中で、仲間の安心感や安定した勤務をとることができてきましたが、世話人からの言葉かけや注意で傷つき「ホームをやめたい」と訴える仲間がいました。世話人会議を行い支援者が入り、時間・回数をかけながら関係を積み重ねてきました。

仲間同士ではお互いのことが気になって時にトラブルになるものの、相手を思いやる気持ちもみられ、いざというときはチームワークを発揮する姿もあります。また、仲間が世話人を思いやり、助ける頼もしい場面もみられました。

健康面では、仲間の糖尿病やアレルギーの食事提供の対応を進めてきました。ご飯の量を調整するなかで体重が減ってきている仲間もいます。ただし糖尿病の食事提供に関しては、現在の世話人体制では、今以上の内容を求めるのは困難な実態です。腰痛悪化の仲間には、食事・入浴の着脱など、自室以外ではイスに座って過ごしてもらうようにしてきました。年齢を重ねる中で体調不良やヒザや腰の痛みの日々訴えがあり、服薬管理や通院同行の対応に追われることが増えてきています。

衛生面では、入浴の意識的声かけをし、世話人とやり取りしながらも何とか継続しています。歯みがきについては定着化できず課題となっています。

祝日などの余暇活動では、外食や、おでかけに行き、楽しむことができました。おでかけ途中に体調不良になった仲間もいて、1人体制のなかで緊急の連絡体制の充実と、対応も含めて職員誰もが使える共通マニュアルの作成が必要になってきています。

3月末に移転を行い、生活するうえでのハード面の改善するなかで仲間の生活が安定していくことを目指します。また、次年度の5月からショートステイを開所します。ショートステイ利用者との関係性や世話人２人体制の業務分担など新たな対応が必要になってくると考えます。
３　世話人・生活支援員体制
4月当初は世話人が６人でスタートしました。２月に２名退職し、長年勤務してきた世話人が退職されました。世話人が学業との兼ね合いがある中で、勤務が埋まらず、担当だけではなく他の職員にも泊まってもらったり、世話人が来るまでの数時間を職員に入ってもらいながら何とかつないできましたが、安定して世話人を配置していくことが困難な状況でした。
世話人会議は3回開催。日々の仲間の様子や支援上での悩みを出し合って話し合い、仲間の生活の向上はもとより世話人の方々のメンタル面でのフォローも行ないました。
虐待の研修は上京ワークハウスの職員と一緒に行いました。参加できなかった世話人には、後日報告し、人権意識の向上に努めました。
Ⅲ‐２　平成２９度　グループホーム“まぁる”事業実績報告書
１　実績

定員　　男性　　4名

入居者　男性　　４名　＋体験入所1名　　

述べ利用者数　　１１００名　＋体験入居　３３０名　

開所日数の合計　３０５日　　1日平均利用者数　　3，6名　

世話人体制　　非常勤５名（2017年3月現在）週1回　

　　　　　　　常勤１名　管理者、受け入れ準備、通院同行など
２　入居者、生活支援者状況
今年度はグループホーム4名になっての生活がスタートしました。

Ａさんは週3日からの利用をはじめ、まぁるでの生活に慣れてこられ、入所当初は円形脱毛症になり、治療を続けていましたが生活も定着し症状も良くなってきています。4月から週4回の利用を検討しています。Ｂさんはカフェの仕事と有償ボランティアについて世話人に相談しながら、勤務の調整も相談してきました。Ｃさんは、ショートステイとは違う週5日のグループホームでの生活、日中の作業場所の変更があるなかで、動きが定着するまで混乱する姿がみられました。6月から衣類の着替えや入浴の拒否が続いています。発達相談に同行して、本人の思いを尊重しながら、家族やガイドヘルパーに協力しながら進めています。夕方の過ごしは高野スポーツセンター、耳鼻科の受診が定着してきています。Ｄさんは、ホームでの生活が3年目になり自分なりの過ごしをされていますが、12月に通勤中に子どもにゲップをしていたとホームに苦情がありました。その後職員・世話人が同行をして様子を見守りましたが、様子確認も含め、出勤時

退勤時の道中の見守りは定期的に必要と思われます。また、待賢学区の地域ケア会議でケース報告を行い、本人の障害特性や対応について報告しご理解をいただくようにさせていただきました。
体調面では定期通院は職員が同行し、また日々の様子を見ながら体調の把握に努め、服薬管理、準備なども行ないました。また、備品の補充や、不定期ではありますがホーム内の清掃など行ないました。

３　世話人・生活支援員体制

年度当初は世話人６名でスタート。勤務に人数はそろってきており、定着も進んできていますが、学生世話人で授業の関係で曜日調整ができず、安定して配置をするのが難しい状況でした。

世話人会議は年４回行ない、主に入居者の様子、工夫や改善できるところを情報共有しながら統一した支援ができるように話し合いましたが、入居者が増えたことで検討する課題も多く出てきました。世話人会議の回数を増やしてほしいという意見も出されています。

夕食作り専門の方が、水・木・金入り、栄養バランスのある食事を提供してもらいました。
虐待の研修は上京ワークハウスの職員と一緒に行いました。参加できなかった世話人には、後日報告し、人権意識の向上に努めました。
Ⅲ‐３　平成２９度　ショートステイ・体験入居 “まぁる”事業実績報告書

１　実践面
ショートステイが開所して４年目となり、それぞれの過ごしが定着してきました。3月よりホームの入居が埋まり、体験入居枠としての利用は中止となり、ショートステイ定員が1名になりました。女性泊の日は世話人と同室での過ごすことになりました。

部屋でＤＶＤやＴＶを観て過ごす仲間もいますが、食事づくりや洗い物の手伝いのためエプロンを持参してくる仲間やＣＤを持ってきて世話人と聞いたり、同泊の仲間と世話人とで話しをして過ごしたりと、世話人との関わりを楽しみにしている仲間も見られるようになってきました。

あわせて、家族の自立への願いや緊急の用事からの利用もみられました。12月に家族の入院により、1週間泊まられた仲間もいました。

今年度からショートの利用を始めた仲間が9月に２名、1月に1名となりました。見学にいき移転後、利用を考えている仲間が数人おられます。

2　運営面

今年度も月曜日・火曜日は女性、水曜日、木曜日、金曜日は男性の受け入れとしましたが、家庭の事情やまぁる入居に向けての練習のために最大週3回の利用を行なってきました。

女性の利用希望者が多く、9月からショート利用を一人月1回でお願いしてきました。

毎月の定期利用者は10名で1泊～3泊の利用。2か月に1回連泊利用者が２名。不定期利用者は４名です。利用延べ日数は月によりますが、平均月28日です。

女性世話人が今まで1名のみのため連泊で入ってもらったり、職員が泊まって対応してきましたが、4月から1名、5月から1名とあっとの世話人に入ってもらい体制をつくってきました。また、12月に1名採用をしました。
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